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　現代社会において，膨大な情報源の中から，必要な
情報を効率的に取り入れることが求められており，効
率化のための有効な手段の一つに速読がある（森田，
2012）。スキミングは，速読の方法の一つとして，文
章の中から特定の情報を見つけ出して文章の要点を理
解する読みの方略である（Carver, 1990）。Duggan & 
Payne（2009）は，読みに与えられた時間が短い場合
には，重要度の判断基準を上げ，重要な部分のみに注
意を配分し，重要ではない部分を飛ばして読むという
スキミングの方略を促進できると想定した。通常の読

み方では文章の半分しか読めない時間制限を設けた実
験の結果，スキミングで全体を読んだ場合のほうが，
通常の読み方で文章の半分を読んだよりも文章の要点
に関するマルロ命題の正答率（重要部分の記憶とし
た）が優れていた（Duggan & Payne, 2009）。マクロ
命題とは，Kintsch（1998）が提案した文章理解モデ
ルにおいて，テキスト全体のテーマや主旨などに関す
る大局的な命題である。つまり，通常の読み方では読
みきれない時間制限で被験者が与えられた時間を効率
的に使うため，重要部分のみに注意を配分し，重要で
はない部分を飛ばして読むというスキミングができて
いた。　　　
　ワーキングメモリは，情報の処理と保持が行われる
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ような一時的な記憶とされる （苧阪・苧阪，1994）。
スキミングの読みプロセスは，語彙アクセスと意味の
理解の両方が必要である（Carver, 1990）。そのため，
スキミングが語彙アクセスをしながら，すでに読んで
理解した重要部分に関する記憶を保持していくという
並列的な処理がワーキングメモリと深く関わっている
と考えられる。ワーキングメモリを測定する二重課題
の成績が読み速度の個人差に影響され，読み速度が速
い人の方がワーキングメモリの課題成績がよかった

（Hecht，Crewther, & Crewther, 2004）。また，文章が早
い速度で呈示される群は通常の読み速度で呈示される
群と比べ，事象関連電位の成分 N100 と P300 振幅の
増加から，速読がワーキングメモリの向上と注意機能
の活用に関連していると指摘された（Leikin & 
Breznitz, 2001）。そのため，時間制限条件におけるス
キミングの読み方略は通常の読み方より早く，ワーキ
ングメモリの向上と選択的注意機能の活用に影響を及
ぼす可能性が考えられる。
　選択的注意は，多くの対象から特定の対象に注意を
向ける制御機能である（Well & Matthews, 1994）。
Awh, Vogel, &Oh （2006）は，ワーキングメモリのた
めの門番としての選択的注意の動きを提唱している。
入力された情報は知覚フィルターにおいて取捨選択さ
れ，その際に注意が門番として働き , 必要な情報が
ワーキングメモリに送られる（Awh, Vogel, & Oh, 
2006）。そのため，スキミングでは，文章全体から重
要な情報を選択的に読み取ろうとする知覚段階で選択
的注意に関与しており，情報の理解についての情報処
理と情報の保持が高次認知機能段階でワーキングメモ
リに関与していると考えられる。しかし，一定期間の
スキミング訓練を行うことにより，個人内における
ワーキングメモリ及び選択的注意に及ぼす影響につい
てはまだ明らかになっていない。
　読みの情報処理に関わるワーキングメモリを測定す
るリーディングスパンテスト課題 （Reading Span Test，
以 下 RST 課 題 ） を 遂 行 中 に， 背 外 側 前 頭 前 野 

（Dorsolateral Prefrontal Cortex，以下 DLPFC）の賦活
が確認された（苧阪，2002）。そのため，DLPFC の賦
活量の変化は，ワーキングメモリの変化を反映する生
理指標として使用できる。神経生理学的手法を用いて
ワーキングメモリの変化を反映する DLPFC の賦活量
の測定により，一定期間のスキミング訓練を行うこと
によるワーキングメモリの変化を脳活動レベルで客観
的に検討することが有益であると考えられる。
　本研究では，短時間の時間制限で重要な情報を選択
的に読み取ろうという読みの方略をスキミング速読訓
練法とした（Carver, 1990；Duggan & Payne, 2009）。
また，西・熊野（2014）は健常の大学生を対象に注意
訓練法の 2 週間の介入を実施し，近赤外線分光法

（Near-Infrared Spectroscopy：NIRS）を用いて注意制御

課題中の脳血流の変化を検討したところ，注意制御機
能の向上と前頭前野の広範囲にわたる変化が観測され
た。他に，Owens, Koster, & Derakshan（2013）は高抑
うつ者に対して 2 週間のワーキングメモリトレーニン
グを実践したところ，認知機能の向上を確認してい
る。本研究では，スキミング速読訓練法の効果を探索
的に検討するため，最低限の実施期間として 2 週間を
設定した。本研究では，2 週間のスキミング速読訓練
法を行うことにより，個人内におけるワーキングメモ
リ及び選択的注意に及ぼす影響を探索的に検討するこ
とを目的とした。 

方　　法

対象者

　研究への参加同意を得られた大学生 16 名とし，実
験を中断した 1名を除き，15名 （男性 2名，女性 13名；
平均年齢 20.75 ± 0.97 歳） のデータを解析に用いた。

質問紙

　Voluntary Attention Control Scale （VACS；今井・熊
野・今井・根建，2015） 
　選択的注意，転換的注意，分割的注意の 3 つの下位
尺度で構成された 18 項目 6 件法の尺度である。選択
的注意の主観指標を測定するため用いた。

実験課題

　実験課題では，日本語版リーディングスパンテスト
のスライド版 （Reading Span Test：以下 RST）を用い
た。苧坂（2002）に基づいて作成した。文章の音読と
その文中にある単語 （ターゲット語） の保持を同時に
行う二重課題であり，ワーキングメモリを測定するた
めに使用した。参加者には，文章を自然な速度で音読
しながら，文中の下線の引かれたターゲット語を記憶
することを教示した。本実験では，パソコンで呈示で
きるスライド版の RST を作成した。スライドの操作
は，実験者がスマートフォンを用いて遠隔操作を行っ
た。介入前の RST は苧坂（2002）のターゲット語と
刺激文を使用した。介入後の RST 課題は，練習効果
を避けるためにターゲット語を同じ文字数と品詞を統
制した上で変更したが，刺激文を記憶させないために
変更しなかった。
　2 チャンネル NIRS （Near-Infrared Spectroscopy：日
立製作所 HOT121B） を装着し，RST 課題遂行中にお
ける左右の DLPFC の total-HB の賦活量を測定した。
また，NIRS は体動に敏感に反応するため，顎台を使
用して被験者の頭部を固定した上で RST を実施した。
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ホームワーク

　参加者は 14 日間 （1 日 1 回，1 日 15 分程度） ，ホー
ムワークとしてスキミング速読訓練法を行った。スキ
ミング速読訓練法の材料としては，5 つの新聞記事を
1 日分とし，電子データで参加者に配布した。介入期
間中は，ホームワーク実施のリマインドメールを毎日
送信し，参加者には，その日に練習を実施した電子
データを実験者に送信してもらうように依頼した。
　介入前の RST を実施後に，スキミング速読訓練法
のホームワークを説明し，1 分間のスキミング速読目
安文字数を測定し，スキミング速読訓練法の練習を
行った。1 分間のスキミング速読目安の文字数は，被
験者に読み時間のプレッシャーを与えるため，普段の
読書速度で 1 分間に読み取った文字数を計測し , その
3 倍の文字数に設定した。具体的な手続きとして，被
験者に 1 分間で読める文字数を測定し，その文字数の
3 倍を計算して文章にマークした。被験者には，1 分
間で自分のスキミング目安の文字数までの文章を読み
切り，文章を読みながら重要な情報を選択的に読み取
ろうとするように教示した。その後，文章理解を
チェックするため，2 分間で読んだ内容を記述すると
いうスキミング速読の練習を 2 回してもらった。ま
た，内容記述は，二語文以上の文章を，箇条書きで記
述するよう教示した。このようにして，介入前の実験
時にホームワークの一連の流れをつかんでもらい，14
日間ホームワークを実施してもらった。

手続き

　介入前 （以下，pre）：質問紙へ回答を求めた。次に，
実験課題について説明し，NIRS を装着した状態で
RST を実施した。RST の実施手順は，苧坂 （2002） に
準じて実施した。被験者は表示された文章を，白いス
ライドが出現するまで次々と音読し，白いスライドが
表示されたらターゲット語を声に出して報告した。1
文につき 1 語のターゲット語が設定されていた。な
お，音読方法は，自然な読み速度で，テスト全体を通
して一定にすることを教示した。また，ターゲット語
の再生順序は自由再生であったが，親近性効果を避け
るため，試行内で最後に音読した文章のターゲット語
を最初に報告することは禁止した（苧坂，2002）。被
験者が 1 回の試行で読む文章の数は各文条件で異
なっており，2 文条件では 2 文，3 文条件では 3 文，
4 文条件では 4 文，5 文条件では 5 文を 1 試行で音読
した。報告の制限時間は 1 語につき 5 秒以内とした。
例えば，2 文条件では 10 秒以内に 2 語，5 文条件で
は 25 秒以内に 5 語のターゲット語を報告する必要が
あった。ターゲット語再生が終了次第 , 次の試行に
移った。実験は本試行が各文条件 5 試行ずつ，計 20
試行であり，練習試行が 2 文条件 2 試行ずつ , 計 4 試

行であった。最後に，ホームワークの説明を行なっ
た。
　介入期間：参加者は 14 日間，ホームワークとして
速読訓練法の実施と実施状況の記録を行った。
　介入後 （以下 ,post） ：pre と同様に質問紙へ回答を求
め，実験課題の説明と NIRS を装着した状態で RST
課題を実施した。

解析方法

　SPSS （ver.21） を用いて，介入前後の RST 得点，
VACS（選択的注意）得点，文条件ごとの RST 課題実
施に伴う左右の DLPFC の脳血流賦活量の平均値のそ
れぞれに対して，対応のある t 検定を行った。

倫理的配慮

　実験協力者には，研究内容を説明し，参加者から研
究参加同意書を得た。実験参加は自由意志によるもの
であり，不参加や中断によって一切の不利益を生じな
いことについてあらかじめ伝えた。本研究で用いる
VACS の尺度，RST の課題，スキミングの方法を使用
した先行研究において，実施によって危害を受けた報
告は見受けられない（今井・熊野・今井・根建，
2015； 苧 坂，2002；Duggan & Payne, 2009）。 ま た，
NIRS は近赤外領域の光が皮膚や頭蓋骨に対して高い
透過性を有する性質を利用して大脳皮質の血流変化を
非侵襲的に計測する方法であり，人体に害がないこと
が確認されており，安全面に優れている（Jobsis, 
1977）。NIRS の装着により，精神的・身体的な疲労を
感じる可能性がないとは言えないため，日本神経科学
学会『ヒト脳機能の非侵襲的研究』の倫理問題等に関
する指針に準じて，NIRS を装着した上での実験は 1
セッション 15 分以内にとどめた。実験協力者には，

「実験は自由に中止できること」を事前に十分に伝え
た。研究で得られた個人情報は厳重に管理されてい
る。

結　　果

　pre 及び post における RST 得点 ,VACS 選択的注意
の得点，文条件ごとに RST 課題実施時に伴う左右の
DLPFC の脳血流の賦活量の平均値と標準偏差を
Table1 に示した。
　介入前後において対応のある t 検定を行った結果，
RST 得点では，介入前後における得点の増加が有意
であった（t （14） =3.77，p = .02）。また，VACS の下
位尺度の「選択的注意」では，介入前後における得点
の低下が有意傾向であった（t （14） = 1.99，p = .07）。
介入前後における各条件で RST 課題実施時に伴う左
右の DLPFC の脳血流の賦活量においては，有意な差
は見られなかった。
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考　　察

　本研究は，スキミング速読訓練法を一定期間実施す
ることにより，ワーキングメモリと注意制御機能に及
ぼす影響を明らかにすることを目的とした。
　まず，2 週間のスキミング速読訓練法の介入により，
RST 得点の増加が有意であったことから，2 週間のス
キミング速読訓練法によってワーキングメモリが向上
することが示唆された。スキミング速読訓練法では，
語彙アクセスしながら，すでに読んで理解した重要部
分に関する記憶を保持していくという並列的な処理を
練習することにより，情報の処理と保持が行われるよ
うなワーキングメモリの向上に関連していると考えら
れる。
　次に，2 週間のスキミング速読訓練法の介入により，
VACS の選択的注意の得点の低下が有意傾向であっ
た。VACS の選択的注意は，多くの対象から特定の対
象に注意を向ける制御機能に関する自己評定の指標の
ため，スキミング速読訓練法をすることにより，自己
評定で測定した選択的注意が低下してしまったが，ス
キミング速読訓練法によって選択的注意の困難さに対
する気づきの向上が影響した結果であると考えられ
る。
　しかし，スキミングでは，文章全体から重要な情報
を選択的に読み取ろうとする知覚段階で選択的注意に
関与しており，スキミング速読訓練により，知覚段階
で選択的注意が向上されたが，日常生活における選択
的注意の能力が般化されていないために主観指標とし
ての能動的注意制御機能に反映されていない可能性が
ある。そのため，選択的注意の変化を客観的に検討す

るためには，選択的注意の実験課題における正答率と
反応時間などの行動指標を測定する必要がある。さら
に，介入期間後のフローアップを測定する必要があ
る。
　次に，2 週間のスキミング速読訓練法の介入により，
各文条件の RST 課題実施に伴う左 DLPFC 及び右
DLPFC の脳血流量賦活量の平均値において有意な差
は見られなかった。2 週間スキミング速読訓練法の介
入により，RST 課題に伴う左 DLPFC 及び右 DLPFC
の脳血流量という賦活量の変化に影響を及ぼさないと
示唆される。しかし，ワーキングメモリの脳内機構で
あり，RST を実施中に fMRI（機能的磁気共鳴画像法）
を用いて測定したところ，本研究で測定した DLPFC
の他に，前部帯状皮質（anterior cingulate cortex, ACC），
後部頭頂葉領域（posterior parietal cortices, PPC）とい
う 3 つの領域と関連している（Osaka, Osaka, Kondo, 
Morishita, Fukuyama, Aso，& Shibasaki, 2003）。3 領域
の働きは，DLPFC は記憶すべき対象に注意を維持す
る役割であり，ACC は記憶すべき対象とそうでない
対象がある時に，そのコンフリクトをキャッチして不
必要な情報を抑制制御する役割であり，PPC は記憶す
べき対象に注意を移行して焦点化することに関与して
いる（Osaka & Osaka，2007）。以上のことから，スキ
ミング速読訓練法が注意の持続に影響されていない
が，注意の選択を担う ACC と注意の転換を担う PCC
に影響する可能性がある。そのため，今後の研究で
は，スキミング速読訓練法が ACC と PCC に及ぼす影
響を検討する必要がある。
　最後に，本研究の限界点を述べる。まず，本研究で
は一定期間のスキミング速読訓練法を行うことによ

Table 1

各変数の平均点と標準偏差（N=15）
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り，個人内におけるワーキングメモリ及び選択的注意
に及ぼす影響を探索的に検討したが，今後の研究で統
制群を設けて因果関係を検討する必要がある。また，
本研究は探索的に検討するために，最低限で 2 週間の
介入期間を設定したが，他の速読に関する研究では，
3 週間～数ヶ月のプログラムがあったため，今後の研
究で介入期間の差異が介入の効果に及ぼす影響を検討
する必要がある。
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